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2019年 4月採用の新規奨学生募集が始まりま

した。各地区の米山奨学委員会からの報告によ

り決定した指定校は、全国で 538（前年度 534

校）。指定校からの被推薦者数は 1,784 人（前年

度 1,733 人）で、この中から新規奨学生 617 人

(*)が選ばれます。(*)継続⽣辞退、奨学期間半年およ
び地区奨励奨学⽣採用により変動有り 

大学・大学院以外の教育機関在籍者を対象と

する地区奨励奨学金を導入したのは 12 地区で、

指定校は 23 校、そのうち初指定は 4 校でした。 

今回は、初めて全 34 地区が地区独自の選考基

準（地区選考の目安）を提示しました。最も多

かった要望は「申込者が 1カ国に偏らないよう

国籍割合に配慮してほしい」（32 地区）、次いで

「ロータリー活動への積極性」（29 地区）「日本

語能力」（22 地区）などが挙げられました。 

指定校通知および募集要項・申込書などの書

類は 8月 3日に指定校にメール配信しました。

指定校からの応募期限は 10 月 15 日です。 

 

※2019 学年度採用の指定校⼀覧や募集要項・申込書
式は当会ホームページにて公開しています 
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2018-19 年度の寄付金は約 2億 3,000 万円、

前年度と比べて 7.1％増（普通寄付金 3.1％増、

特別寄付金 18.8％増）約 1,500 万円の増加とな

りました。2007 年度以降直近 12 年間の中では

最高額となり、順調な滑り出しとなりました。

ご寄付をいただきました皆様に厚く御礼申し上

げます。米山記念奨学事業は、日本のロータリ

ーが世界に誇るプログラムです。今後とも引き

続きご支援賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

 
8 月 2～5日、第 2660 地区（大阪府）インタ

ーアクトが海外研修のため台湾を訪問し、第

3461 地区（台湾）インターアクトと交流をしま

した。同地区インターアクトは毎年、海外研修

を行っていますが、今回、多くの米山学友が会

員として所属する台中文心ＲＣとの協議を重

ねるなかで、初の台中訪問が実現。第 3461 地

区から 15 校 145 人、第

2660 地区から 10 校 55 人

のインターアクター、両地

区のロータリアンが総勢

330 人以上参加する交流

会となりました。 

日台インターアクター

共同での奉仕活動のほか、

それぞれが自国の文化紹

介やダンスなどの発表をし、最後には大きな輪

になって全員が盆踊りを踊りました。 

第 3461 地区の張光雄ガバナーは「とても良

い勉強の機会になったと思う。日台の学生の情

熱を感じることができた。初の交流だが大成功

だったと思う」と述べ、第 2660 地区インター

アクト委員長中野隆二氏も、「米山奨学会の長

年の取り組みの一つの成

果だと思う。一朝一夕には

できない事。先輩のロータ

リーアン達に感謝してい

る」と、感想を語ってくだ

さいました。 

（取材協力：ガバナー補佐

エレクト、元地区米山奨学

委員長 福田治夫氏）
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「平成 30 年 7 月豪雨」は、西日本各地に甚

大な被害をもたらしました。このニュースに心

を痛めたモンゴル米山学友会では、3 月に就任

したばかりのオイドブ・バトゲレル会長

（2005-07／前橋ＲＣ）が中心となり、会員に

義援金を呼び掛けました。 

7 月 20 日、同学友会を代表して、創立会長の

ジャンチブ・ガルバドラッハさんと第 3代よね

やま親善大使のエンフボルド・ボロルトヤさん

が当会事務局を訪問。今なお避難生活を送る被

災者や復興のために尽力する方々を気遣い、

「被災された皆さまのために少しでも役立て

ていただけたら」との気持ちを綴ったお見舞い

の手紙と共に、モンゴル学友 36 人からの義援

金 14 万 9,050 円を届けてくれました。義援金

は全額、第 2710 地区（広島県・山口県）に送

金しました。

 
8 月 4 日、関東在住の中国新疆ウイグル自治

区出身の米山学友・家族計 16 人が、岡山県倉

敷市の西日本豪雨被災地で、土砂撤去などのボ

ランティア活動をしました。そのうちの一人、

イスカンダル アブドバリさん（2017-18／川越

ＲＣ）によると、今回の活動は在日ウイグル人

有志団体が企画。総勢 43 人が現地に赴き、行

くことのできなかった人たちも募金に協力し

て、義援金 30 万円を寄付したそうです。 

ボランティアを終えたアブドバリさんは、

「学友として、ロータリアンの方々にいつも感

謝の気持ちで胸いっぱいです。今回のボランテ

ィア活動は恩返しとまでは言えないが、災害地

の皆様への応援の心が少しでも伝わればと思

います。災害地の早期復旧を祈っています。今

後もこのような活動に積極的に参加し、少しず

つ恩返しして行きたいと思っています。日本、

頑張れ！」と、メッセージをくださいました。

 

 

今回のボランティア活動に参加した米山学友 

・ディリムラット ティリワルディさん(2003-04/熊谷 RC） ・マヒムト アブドワイトさん（2011-12/坂戸 RC）

・天山 シェムシデンさん（2005-06/児玉 RC） ・オシュル イブラヒィムさん（2015-07/坂戸さつき RC） 

・イブライム アジさん（2005-06/羽生 RC）  ・イスカンダル アブドバリさん（2017-18/川越 RC） 

・サイダル アブドサマティさん（2018-09/坂戸 RC）        ほか 8 名および学友の配偶者 1名 


